
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年11月９日 

第２回世田谷区男女共同参画・多文化共生推進審議会 
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午前10時開会 

○人権・男女共同参画担当課長 定刻になりましたので、ただいまより令和３年度第２回

世田谷区男女共同参画・多文化共生推進審議会を開催いたします。 

 開会に当たり、部長より御挨拶を申し上げます。部長、よろしくお願いいたします。 

○生活文化政策部長 皆さん、おはようございます。本日は御多忙の中、今年度、第２回

となります男女共同参画・多文化共生推進審議会に御出席いただきありがとうございま

す。委員の皆様には、日頃より、男女共同参画並びに多文化共生施策に御理解、御協力を

いただき、深く感謝申し上げます。 

 また、コロナ感染症につきましては、このところ、感染者数が落ち着いているところで

はございますが、本日はリモートでの開催とさせていただきました。 

 本日は、区長にも出席いただき、審議事項である「（仮称）世田谷区第二次男女共同参

画プラン調整計画」策定にあたっての考え方（答申）につきまして、会長より区長にお渡

しいただくほか、併せてプランの後期計画素案に対するパブリックコメントの実施状況及

び来年度の審議会、部会の開催などについて御報告させていただきます。 

 委員の皆様には、ぜひ忌憚のない御意見等を頂戴いたしたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○人権・男女共同参画担当課長 ありがとうございます。 

 本日、区長には答申後に御挨拶をいただきたいと思っております。答申後の意見交換ま

で出席させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 議事に入る前に、本日の進行について確認及び御案内をいたします。 

 会議開催に際しまして、３点ほどお知らせがございます。１、この審議会は、傍聴を認

め、公開で行います。２、本審議会の議事について、議事録や資料等を公開いたします。

３、そのため速記事業者が入り、録音もいたします。以上の３点につきまして御了承くだ

さいますようお願いいたします。 

 また、オンラインで御出席の方は、御発言の際、手をカメラから見えるように挙げてい

ただき、会長から指名された後に御発言をお願いいたします。そのほか、進行中のトラブ

ル等がございましたら事務局まで御連絡をお願いいたします。 

 本審議会は過半数の出席で成立いたします。本日、全委員15名のうち12名の委員の方々

に御出席いただいておりますので、会議は成立しております。また、３名の方にオンライ

ンで傍聴をいただいております。 
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 次に、事前にお送りいたしました資料の確認をさせていただきます。 

 まず次第がございまして、資料１、調整計画策定にあたっての考え方について（答

申）、資料２、パブリックコメントの実施状況について、資料３、令和３年度年間予定

表、その他、チラシといたしまして、らぷらすで開催されます起業ミニメッセ2021のチラ

シと、男女共同参画の情報誌「らぷらす82号」をお配りさせていただいております。足り

ない方はいらっしゃいますでしょうか。 

 なお、計画策定の支援業務の委託事業者も同席させていただいておりますので、御承知

おきをお願いいたします。 

 それでは、次第２、議事に移りたいと思います。 

 ここからは会長に進行をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○会長 それでは、これから議事に入らせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 早速ですが、次第の２、議事に移らせていただきます。 

 まず、審議事項の１番、「（仮称）世田谷区第二次男女共同参画プラン調整計画」の策定

にあたっての考え方について（答申）ですが、これについて事務局からの御説明をお願い

したいと思います。よろしくお願いします。 

○人権・男女共同参画担当課長 ありがとうございます。それでは、「（仮称）世田谷区第

二次男女共同参画プラン調整計画」の策定にあたっての考え方の答申について御説明をさ

せていただきます。 

 昨年11月に諮問させていただきまして、１年間にわたり御議論いただきまして本当にあ

りがとうございます。男女共同参画の意義や必要性、特にコロナ禍を経まして、より重要

性が増したことにつきまして深い御議論、御指摘をいただき本当に感謝しております。あ

りがとうございます。 

 それを踏まえまして、まず答申のスタイルから御説明をさせていただきます。答申は、

区長宛てのかがみ文と別紙により構成されております。別紙は、Ａ４、２枚の「答申にあ

たって」というペーパーと答申（案）をつけさせていただいております。答申（案）は本

審議会の名義になっておりまして、内容は男女部会で議論し、まとめました現時点での計

画案でございます。 

 本年９月に、審議会委員の皆様をはじめ区民の皆様にお示ししました素案以降に大きく

動いておりますのが数値目標と具体的な取組内容、事業名の追加でございます。 

 審議会関連では、前回、７月の審議会での御指摘事項を反映させております。例えば、
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多文化共生の視点も明記したほうがよいとの御意見を受けまして、本編になりますが、20

ページ、第１章６「区の動き」の中で、男女共同参画と多文化共生の両部会の役割を追記

させていただいたほか、87ページ、「基本目標Ⅲ 暴力やハラスメントのない社会の構

築」におきまして、外国人のＤＶ被害者への支援の必要性について触れさせていただくな

ど対応させていただいております。 

 次に、追記いたしました数値目標について御説明をさせていただきます。 

 まず、本編34ページを御覧ください。基本目標Ⅰでは、数値目標１、審議会等の女性の

占める割合で、令和８年度の目標を現行の35％から40％へと上方修正させていただきまし

た。また、数値目標２、庁内の管理監督的立場の女性の占める割合では、令和８年度目標

を現行の37％から40％へと引き上げるとともに、新たに管理職のみの数値目標を30％とし

て掲げることといたしました。 

 また、35ページ、より多角的な視点から進捗度合いをはかるために、副次的な数値目標

Ａといたしまして、女性活躍推進法に基づく「一般事業主行動計画」を策定・公表してい

る事業所数を新たに設定させていただきました。 

 36ページ、基本目標Ⅱの数値目標は現行プランから変更はございません。 

 37ページの副次的な数値目標Ｂ、両親学級・ぷれパパママ講座における男性の参加、

Ｃ、ワーク・ライフ・バランスに「既に十分に取り組んでいる」と考えている事業所の割

合、両方とも直近の実績、令和８年度目標とも表記方法も含め記載のとおり設定させてい

ただきました。 

 38ページ、基本目標Ⅲの数値目標も現行プランより変更しておりません。 

 39ページの副次的な目標Ｄ、区職員へのＤＶ防止研修の実施、Ｅ、パワーハラスメント

防止対策義務化の認知度をそれぞれ追加させていただき、数値目標も設定いたしました。 

 40ページ、基本目標Ⅳの数値目標も現行プランで掲げました目標達成を引き続き目指し

てまいりたいと考えております。 

 41ページ、副次的な目標はＦ、パートナーシップ宣誓の認知度、Ｇ、性的マイノリティ

への人権施策等が必要だと考えている人の割合を記載のとおり設定いたしました。 

 42ページ、43ページには計画全体の体系図をお示しさせていただいております。 

 47ページ以降の第３章、計画の内容では、施策に沿った事業展開に個別の取組内容、事

業名を追加いたしました。 

 例えば、49、50ページを御覧いただきますと、「課題１．固定的な性別役割分担意識の
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解消」に必要な施策、①から⑥までのそれぞれの施策に沿った事業展開といたしまして、

各取組内容を一覧形式で掲示させていただいております。トータル1000を超える区の事業

を男女共同参画に寄与するもの、関連するものとして掲載させていただきました。 

 これらは、プランに掲載して終わりというものではなく、男女共同参画・多文化共生の

条例で年次ごとに取組状況を確認、報告することになっておりまして、それらの事業がど

のように進んでいるのか、課題は何なのかの検証、改善を重ねていくことになっておりま

す。この仕組みを効果的に活用していくため、引き続き本審議会へ御報告させていただ

き、御議論いただくことでＰＤＣＡを有効に回していければと考えております。 

 129ページ以降は、第４章、計画の推進体制でございます。 

 「方策１ 男女共同参画センター「らぷらす」の機能充実」におきましては、131ペー

ジにこれまで取り組んできた効果的な事業を改めて明示させていただくとともに、区民に

より開かれたセンター運営を目指すための取組を新たに位置づけさせていただきました。 

 137ページの「方策３ 推進体制の整備・強化」では、先ほど御説明いたしました進行

管理の在り方を明記するとともに、区政におけるジェンダー主流化に向けての取組、他の

自治体との連携強化についての記述を記載いたしました。 

 説明は以上になります。補足は担当係長よりさせていただきます。 

○会長 補足をお願いできますか。 

○事務局 10月29日に第３回男女共同参画部会を開催し、答申の案について御意見をいた

だきました。基本的には、答申（案）の内容で御了解をいただいております。 

 今後の検討事項として、幾つか御意見をいただいておりますので御紹介いたします。 

 まず、町会長の女性比率について、会長の女性比率が上がったのはいいことだが、副会

長クラスなど役員には女性が多くおり、目を向けてはどうかという御指摘でした。性的マ

イノリティ関連に関しましては、複合的マイノリティの相談において現場での受入れがス

ムーズになるようにしてほしい。当事者の実態をつかむためのアンケート等について検討

してほしいという御意見をいただいております。 

 数値目標の中で、デートＤＶ防止出前講座につきましては、数値目標の設定自体は今回

のもので仕方がないにしても、本来であればもう少し増やすべきという御意見もいただき

ました。 

 また、巻末の用語集についても、性的マイノリティ関連事項を含め、もう少し改善がで

きるのではないかという御意見をいただいております。 
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 事務局からの補足は以上でございます。 

○会長 どうもありがとうございました。皆様には、資料１、「（仮称）世田谷区第二次男

女共同参画プラン調整計画」の策定にあたっての考え方について（答申）をお配りしてお

ります。 

 また、皆様に「答申にあたって」を配付させていただいております。この「答申にあた

って」を添えて、答申を行いたいと思います。委員の皆さん、よろしいでしょうか。 

 それでは、区長から諮問されている計画に対する答申を行いたいと存じます。事務局、

よろしくお願いいたします。 

○人権・男女共同参画担当課長 ありがとうございます。答申の準備を行いますので、

少々お待ちください。 

 なお、スクリーンショットにて記録を残したいと考えております。差し支えのある方

は、後ほど事務局までお知らせをお願いいたします。 

 それでは、会長より答申の読み上げをお願いいたします。 

○会長 よろしいでしょうか。それでは、始めさせていただきます。 

 世田谷区長、保坂展人様。世田谷区男女共同参画・多文化共生推進審議会会長、江原由

美子。 

 「（仮称）世田谷区第二次男女共同参画プラン調整計画」の策定にあたっての考え方に

ついて（答申）。 

 令和２年11月16日付、諮問第２号により諮問のあった標記の件について、別紙「（仮

称）世田谷区第二次男女共同参画プラン調整計画」の策定にあたっての考え方について 

答申」のとおり、答申を行います。 

 では、答申にあたってを読ませていただきます。 

 答申にあたって。 

 世田谷区男女共同参画・多文化共生推進審議会は、令和２年11月に、世田谷区長から

「（仮称）世田谷区第二次男女共同参画プラン調整計画」の策定にあたっての考え方につ

いて、諮問を受けました。 

 審議会では、学識経験者、男女共同参画関係団体、町会・自治会、産業団体、人権擁護

関係団体、公募委員で構成する男女共同参画推進部会を設置し、令和２年７月以降、６回

にわたり「（仮称）世田谷区第二次男女共同参画プラン調整計画」策定にあたっての課題

を検討しました。 
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 さらに審議会においても検討を重ね、令和３年７月には「（仮称）世田谷区第２次男女

共同参画プラン調整計画（素案）」についての審議を行い、「答申（案）」をとりまとめま

した。 

 世界的な流行が続く新型コロナウイルス感染症の拡大は、女性の生活や雇用環境に「女

性不況」をもたらし、また、ＤＶの被害者や女性の自殺者の増加が顕著化・深刻化するな

ど、男女共同参画の推進にも大きな影響を及ぼしています。男女共同参画の重要性が改め

て認識され、社会的危機下においても性別による不平等が増大しない社会づくり、誰一人

取り残すことのないポストコロナ社会への変革が課題となってきています。 

 そこで、「答申（案）」においては、女性への影響を踏まえた重点的な政策的対応とし

て、「非正規雇用の女性等への支援」、「ＤＶ被害者支援と児童虐待防止の連携強化」、「性

犯罪・性暴力被害者への支援」などを提言します。 

 また、世田谷区では全国に先駆け、平成27年に同性カップルの気持ちを受け止めるパー

トナーシップの宣誓に取り組み、平成30年には「世田谷区多様性を認め合い男女共同参画

と多文化共生を推進する条例」を施行しています。 

 「答申（案）」では、性的マイノリティへの支援に取り組む先進的な自治体の一つとし

て、パートナーシップの宣誓の開始以来同性間での子育て支援等で求められてきた「多様

な形の家族の支援」を充実させるとともに、地域・学校・職場における多様な性に対する

理解の促進と支援に対する取り組みのさらなる強化・発展を提言します。 

 以上のことからは、今後世田谷区において、男女及び多様な性を含めた、すべての人が

尊重される「男女共同参画」を実現するために、「男女共同参画」を「我が事」としてと

らえ、区民とともに、男女共同参画を進めていくことがいっそう重要になっていくものと

考えます。 

 そこで、区の男女共同参画推進の拠点施設である男女共同参画センター「らぷらす」に

は、区民に寄り添い、社会状況やその時々のニーズの変化をとらえた事業を充実させるこ

とで、男女共同参画社会の実現に向けた拠点施設の役割を果たすことが期待されます。そ

のためには、区民からいっそう愛され、頼りにされ、ともに男女共同参画を進める「区民

に開かれたらぷらす」づくりを進めることが必要です。 

 「答申（案）」では、「地域と共に男女共同参画を推進するための仕組みの強化と体制の

充実」、「区民・団体・地域の支援者が主体となった多様な交流の場・機会の充実」、「地域

との連携強化・利用促進のための情報発信の強化」、「講座・研修、情報収集・提供、相談



7 

 

機能の横断的展開」により機能のさらなる充実を提言します。 

 今後、この「答申（案）」に基づき、国においては、答申の趣旨やパブリックコメント

等による区民・事業者・団体等の意見を反映し、「（仮称）世田谷区第二次男女共同参画プ

ラン調整計画」を策定するとともに、数値目標を定め、男女共同参画を計画的かつ着実に

推進していくことを期待します。 

 令和３年11月９日。 

 世田谷区男女共同参画・多文化共生推進審議会会長、江原由美子。 

 以上です。 

○人権・男女共同参画担当課長 会長、どうもありがとうございました。 

 答申をいただきましたので、区長から御挨拶を申し上げたいと思います。区長、よろし

くお願いいたします。 

○区長 ただいま会長から、「（仮称）世田谷区第二次男女共同参画プラン調整計画」の策

定にあたっての考え方について御答申をいただき、ありがとうございました。 

 大変熱心な議論を踏まえた中身の濃い答申を手にして、皆様の御努力に改めて感謝する

次第でございます。 

 １年にわたりまして男女共同参画推進部会において活発な議論があったということ、た

だいま、答申にあたっての会長のお話にもありました。 

 この間、社会的テーマとして、ジェンダー平等やＬＧＢＴＱ差別解消もかなり以前より

は大きなテーマとして、つまり、未解決、日本社会におけるまだ解決されていないテーマ

として語られるようになってきたかと思います。世田谷区と渋谷区、タイミング的には一

緒に始めた同性カップル宣誓書の受領書発布の取組は全国100自治体以上に広がりまし

て、その100自治体の住民合計は4000万人を超えるという状態になっています。この中

で、例えば、同性カップルの子育てというような課題についても触れていただいたという

こと、しっかりと検討していきたいと思います。 

 また、コロナ禍が２年近く続いておりまして、この中で生活困窮、ＤＶ、これが女性を

非常に直撃している。不安定雇用、非正規労働で、まず女性の働く現場からの疎外という

ようなことも現実になってきているかと思います。こういった中で、若い世代も含めて女

性の自ら命を絶つ、自死をされる方が急に拡大をしているという心配な現実もございま

す。男女共同参画・多文化共生推進という立派な条例を皆様のお力でつくっていただいて

いるわけですが、世田谷区に居住する92万人、一人一人が、その日常にしっかりこの精神
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が宿っていくまでに、まだ道は入り口を少し踏み出したところかと思います。区民全体に

この条例や今日の議論の内容が浸透するように、私としても担当所管を中心に努力をして

いきたいと思います。 

 どうかこれからもよろしくお願いします。ありがとうございました。 

○会長 ありがとうございました。 

 それでは、これから、今、区長に手交した答申書につきまして、男女共同参画推進部会

の皆様からは、これまでの検討を踏まえまして、御意見などがありましたらいただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。いかがでしょうか。 

 もし、今すぐというのが難しいようでしたら、申し訳ないんですが、お１人ずつ、お一

言ずつおっしゃっていただくということで、こちらから指名させていただきます。最初に

当たる方は大変申し訳ないんですが、お願いします。 

○委員 答申の内容全般とか基本的な考え方については、あえて付け加えることはありま

せん。我々なりに練り上げた格調の高いものになっているのではないかと思います。 

 答申そのものではないですけれども、先ほどもちょっと事務局から説明いただきました

計画のほうで、最後の用語集のところで、前回、部会のほうでは、もっと改善できるので

はないかという御意見を申し上げて、自分で書くと言ったんですけれども、まだ今日まで

書く時間がなくてお送りできていなくて申し訳ありませんが、この後になってしまいます

けれども、急いで幾つかの点についてというか、最低限１つ、性自認というキーワードに

ついてだけは、もう少し中身を盛り込んだものにしたいなと思います。 

 答申にせよ計画全体にせよ、世田谷区のものは全国的にも注目されているというお話で

したので、今後への波及効果も考えて、少しでもしっかりしたものに、さらにもうちょっ

とだけブラッシュアップできればいいかなと思っております。 

 そんなところでよろしいでしょうか。 

○会長 どうもありがとうございます。また何かありましたら、最後までにお考えいただ

ければと思います。 

 続いて、いかがでしょうか。 

○委員 たくさん議論を重ねて、とてもすばらしい内容になったんじゃないかと、とても

うれしく思っております。私もいろいろな意見を言わせていただきましたけれども、それ

を全て事務局の皆さんがとてもきちんとまとめてくださって、すごく感謝しております。

ただ、計画だけすばらしくても意味がないので、これをちゃんと実現できるように、引き



9 

 

続き頑張っていきたいと思います。よろしくお願いします。 

○会長 どうもありがとうございました。 

 続きまして、いかがでしょうか。 

○委員 すばらしい内容にまとめていただき、ありがとうございます。ＬＧＢＴＱの分野

もコロナ禍は本当に様々な困難がある中で、いろいろと含めていただき感謝をしていま

す。2015年10月に始まったパートナーシップの取組、今では100地域を超えていて、やっ

ぱり世田谷区の取組が日本をリードしていただいていることにいつも感謝をしています。 

 これから特にファミリーシップの取組を進めていただけるということで、家族として認

めるだけではなくて、家族として暮らせる世田谷になるように改めてすごく期待をしてい

ます。ぜひ引き続き、よろしくお願いいたします。 

○会長 どうもありがとうございました。 

 では、委員、お願いいたします。 

○委員 私からは特にないんですけれども、いろんな議論を重ねる中でこれだけのものが

まとまってうれしかったなというか、よかったなというふうに思っています。先ほどどな

たかからありましたけれども、やはりこれをつくって実行していくということが大事なこ

となので、これが本当に実行されるように見守っていきたいと思っています。ありがとう

ございました。 

○会長 どうもありがとうございました。この後の進行管理は大変大事なことだと思いま

す。 

 そうしましたら、委員、お願いいたします。 

○委員 お世話さまでございます。 

 丸々３年ぐらい、この会議に出席させていただきまして、ありがとうございました。私

個人は、この分野についてあまり知識を持っておらず、皆様におんぶだっこの状態でござ

いました。この答申が出た後は、やはり経営者がこれを理解しないと先に進まないという

のが実態だと、私は個人的に思っております。今後とも、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○会長 どうもありがとうございました。 

 続きまして、いかがでしょうか。 

○委員 お世話になりました。 

 私は、この25年ぐらいですかね、らぷらすの関係があってお付き合いをしてきた年月が
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あったんですけれども、婦人という言葉から女性センターとなり、それが男女共同参画推

進センターとなり、そして今日に至っています。でも、今は、私の感覚では男女共同参画

ということではなくて、どなたでも、誰でも区別なくという時代であろうかと思います。

世田谷区は、先ほど申しましたように婦人、女性、男女共同参画と、そういうふうに本当

に最先端を行って取り組んできた区ではないかと思っています。とても誇らしいことで

す。ですから、それをさらに前進させて、男女、多様化というところを乗り越えて、誰で

もみんなが関わって、そして物事を判断して決めていかれる、そういうことになっていく

ような方向へつながっていく一つの過程だといいなと、そんなふうに思っております。 

 本当にお世話になりまして、ありがとうございました。 

○会長 どうもありがとうございました。 

 それでは、続きまして、いかがでしょうか。 

○委員 区民として参加させていただいております。 

 この答申を拝見して、また、皆さんのたくさんの議論を一緒に聞かせていただきなが

ら、かくも本当に幅の広い日本社会の未解決なテーマをすくい上げている答申になってい

ると思いました。これほどの課題が多いと、非常に網羅性の高いものになっている。それ

は、世田谷区が誰一人取りこぼさないという気持ちの中で議論された形をつくっているな

というのを感じることができる委員会だったなと思います。 

 また、相当な数の施策数になっているので、これをどう遂行していくのかは、正直、ど

うやるんだろうというふうに思う部分もあり、網羅したというところで安心するのではな

くて、もう一方で、一番今誰が困っているのか、困窮している人は誰なのかという視点を

見る必要があるというふうに個人的には思っておりました。 

 委員会の中でも、今回、答申の中でも、特にコロナ禍で生活困窮とか女性不況と言われ

るようにしわ寄せが来ている人たちに対するコメントもしっかりしていただきましたの

で、そういう２つの視点でこの委員会が進んでいるということは非常にすばらしいなと思

いましたし、大変勉強させていただいております。以上です。 

○会長 どうもありがとうございました。 

 続きまして、お願いいたします。 

○委員 お世話になりました。初めて参加させていただきまして、本当に皆様の深い御議

論を重ねられているのが、またそれがその都度反映されていくという過程に参加させてい

ただきまして、本当にたくさんのことを学ばせていただきました。ありがとうございまし
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た。世田谷に住んでいくのがますます楽しみになってきています。これからもよろしくお

願いいたします。 

○会長 どうもありがとうございました。 

 男女共同参画推進部会の皆様でまだお話を伺っていない方、お顔を見て順番にお願いし

たものですから、もしかすると見落としているかもしれませんが、よろしいですか。 

 よろしければ、続いて、今日は多文化共生推進部会の皆様からも御参加いただいており

ますので、男女共同参画のほうはこの答申（案）について随分議論しておりますが、皆様

については初めてという方もいらっしゃると思いますので、御意見とか御質問を含めまし

て、お願いいたします。どなたからでも結構です。いかがでしょうか。 

 では、委員、お願いします。 

○委員 このたび、参加させていただきまして、ありがとうございました。審議会での参

加と、書面を拝見するというかかわりでしたが、内容が新しい視点で盛り込まれていて、

男女共同参画の枠から超えた多様性を認めるというところで、特に、多文化共生の視点で

2つのプラン同士をつないだということで、非常に深いものになっていると感じていま

す。国籍問わず様々な人が住んでいる中で、家族の在り様も本当にいろいろですし、そう

いった方たちがそれぞれに自分らしく生活できるように進めていかれればなと、改めて思

いました。 

 この最終の答申を見て、なかなか私には言葉として難しく、結構いろいろ調べながら読

みました。ああ、そうなのかと学びは多かったんですが、区民に浸透させていくというと

ころでは、中間支援組織的なところや区民とつながるところが、かみ砕いた平たい言葉で

伝え、区民と一緒につくる姿勢が必要なのだなということを、私自身中間支援組織で働い

ていて、学ばせていただきました。ありがとうございました。 

○会長 どうもありがとうございました。今のことも大変参考になる、最後のほうの用語

集というところにもつながるような、難しいところがあるということですね。やはり乗り

越える一つの課題になるかなと思っております。 

 ほかは、いかがでしょうか。多文化共生推進部会の方、取りあえずお声をかけています

が、では、委員、お願いいたします。 

○委員 今日はありがとうございました。 

 大変立派な答申を拝見して感銘を受けたところなんですが、この答申（案）全体の中の

113ページ、計画の内容のところで、課題の11として「ひとり親家庭等が安心して生活で
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きる環境づくり」という部分があります。これは、コロナ禍にあって、ひとり親世帯の困

窮の度合いが厳しくなっている状況をどう改善しようかというお話だと思うのですが、そ

の中で１点御提案させていただきたいのが、最近、ジョブ型雇用がいろいろなところで議

論されております。このジョブ型雇用については、これまでの日本的な雇用慣行を崩すと

か、いろいろ議論されていますが、特に、ジョブ型雇用の一つの特色として、決められた

範囲内での業務を滞りなくこなすことが求められています。そこで、例えば、育児とか介

護の現場を離れてしまった、これは女性に限らず男性もいらっしゃるはずですけれども、

そういった方々の職場復帰を促す一つの雇用制度として検討してもいいのではないかとい

うことを感じました。 

 このジョブ型雇用につきましては、これまでの日本型の雇用慣行とは異なるものです

が、これは欧米に限らず、アジアでも１つのスタンダードになっており、今後の課題とし

て、考えていただければと思います。ありがとうございました。 

○会長 どうもありがとうございました。非正規雇用で大変困窮していらっしゃる方々に

ついての言及というのはとても大事なんですが、同時に働き方全体に関連して、新しいジ

ョブ型雇用とか、そういうものを推進していくことも、その状況を変える上では非常に重

要だという御指摘だと思います。大変示唆的な御指摘、ありがとうございました。 

 あと、いかがでしょうか。 

 今、委員がお入りになりましたけれども、多文化共生推進部会の方々、御意見、御質問

等がありましたらお願いいたします。どなたでも結構です。よろしいですか。 

 そうしましたら、皆様、どなたでも結構ですが、よろしいですか。 

○委員 どうもありがとうございました。多文化共生推進審議会のメンバーとして参加さ

せていただいておりますけれども、答申の内容を御紹介くださり、まとめてくださって、

どうもありがとうございました。 

 数点について、少しお話しさせていただきたいんですけれども、答申の最後に、区民を

中心にというようにまとめてくださっているんですけれども、その中で、できればエスニ

ックコミュニティー、外国人の方々のコミュニティーのキーパーソンといった方も含まれ

るような書き方だったり、あるいは書き方を変えなくても、といった背景があるようにし

ていただければと思います。 

 やはり外国人の区民による情報へのアクセスの仕方は少し異なってきていますので、直

接役所に行くより、まず自分のコミュニティーの中で情報収集するというようなことにな
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りますので、こういったキーパーソンが直接区とつながり、情報が持てるのであれば、何

か大変なことが、ＤＶ、あるいは自殺でも起きてしまう前に情報が入るということになり

ますので、御検討いただければ幸いです。ありがとうございます。 

○会長 大変重要な御指摘、ありがとうございました。情報が十分伝わるようなための

様々な配慮、特にキーパーソンを情報伝達の要に入れていくということの重要性ですね。 

 皆様のお手を挙げるのを見落としてしまうかもしれませんが、ほか、いかがでしょう

か。多文化共生推進部会の方々に取りあえずお話、御質問などがありましたらということ

で伺っておりますが、ほかにお手を挙げていらっしゃる方、よろしいですか。 

 よろしければ、皆様、どなたからでも結構です。最初のほうにお話を伺った方々は、聞

いているうちにあれも言いたくなった、これも言いたくなったなんていうこともあるので

はないかと思いますので、どなたからでも結構です。何かこれは言っておきたいというこ

とがございましたら、お願いいたします。 

 委員、お願いいたします。 

○委員 膨大な資料を読ませていただくだけで頭が混乱しておりましたけれども、初めて

参加させていただきます。皆さんが長い年月をかけてとても分かりやすくまとめていらっ

しゃるということで感服いたしておりますけれども、私は町会として参加させていただい

ておりますので、町会の中にたくさんの外国からいらしている方、お子さんたちがいらっ

しゃいます。私たち町会の中でどれだけ情報発信しながら、その方たちの多様な住みやす

いまちづくりができるかをお手伝いさせていただくことになるのかなと思っておりますの

で、またそのようなときに私たちができること―できないこともあるかもしれません。

時間もかかるかもしれませんけれども、住みやすいまちづくりを皆様と共に考えていきた

いと思います。本当にこれだけのたくさんのことをまとめていただきまして、ありがとう

ございました。 

○会長 どうもありがとうございました。 

 あと、いかがでしょうか。ほかになければ、先生、一言お願いします。 

○委員 おはようございます。今日、実は大学の授業がありまして、それで５分ぐらい前

に授業が終わって参加した形なので、ここまで皆さんがどういう形で議論されてきたかが

分かっていませんので、ここで今、そこに関連してコメントできないんですけれども、世

田谷区の場合、男女共同参画と多文化共生を多様性という観点から束ねた条例をつくり、

それに基づいて施策を進めていっていますし、今のところ、まだこうした取組というのは
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全国唯一だと思いますので、世田谷らしさを発揮できるように今後も取組を進めていただ

けたらいいなということを一言コメントさせていただきたいと思います。 

○会長 申し訳ございません、お忙しいところをお入りいただいたのに、突然、無理やり

コメントをいただいたような、大変申し訳ないことをいたしましたが、今、先生もおっし

ゃったようなポイントというのは世田谷区の特徴だと思いますので、まだまだだと思いま

す。多文化共生と男女共同参画、あるいはジェンダー平等、それらのことをもうちょっと

重ね合わせながら、誰一人取りこぼさないという方向での、誰もが生きやすい社会をつく

るという方向での世田谷の取組ということを進めていくために、まず最初のステップかも

しれませんが、今後ともそういう方向で努力していきたいと思っております。 

 本日ではいろいろな御意見が出ました。その中には、例えば男女共同参画ということに

ついて、かなり批判もあるんですが、男女という言葉をなくしたくないという御意見もま

だ多いようで、両方がいろんなところでせめぎ合っているようなところもございますの

で、今後の方向として、男女二元論ということではなく、もうちょっと多様なジェンダー

の在り方、世田谷区の在り方を認めるような、そういう意味を含む平等ということ、もち

ろん多文化共生のほうの様々な文化や国籍、人種などの多様性も全て認めるという方向で

の言葉がうまく見つかるといいなというふうに思っております。 

 ほかに何か、どうしてもここはおっしゃりたいという方はいらっしゃいますか。私は一

生懸命、手を挙げていらっしゃる方を見つけようとしているんですが、見つからないの

で、よろしければこの辺で御意見を締め切らせていただいてよろしいでしょうか。 

 それでは、これで御意見をいただくのを締めさせていただきます。 

 本日いただいた意見などですが、この段階で検討を重ねてまいりましたので、今日いた

だいた意見の中でいろいろ方向性は出てきていると思いますが、今からは特に修正を加え

ず、本案のまま答申というふうにさせていただきたいと思っております。区には、計画案

を策定する際に、今いただいた御意見などもぜひ踏まえながら検討していただきたいと思

っております。よろしいでしょうか。 

 よろしければ、次の議事に移らせていただきます。 

 (2)報告事項、「世田谷区第二次男女共同参画プラン後期計画」素案に対するパブリック

コメントの実施状況について、御報告を事務局でお願いいたします。 

○人権・男女共同参画担当課長 ありがとうございます。 

 これで、区長が公務により退席をさせていただきたいと思います。退席の前に、区長か
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ら一言、お願いできればと思います。 

○区長 短い時間でしたけれども、この答申に至る議論、また、この審議会全体の御意見

も伺って、やはりこういった審議会でお話をいただく大きな方向性が区の、最終的には92

万区民がどう暮らすかという、その制度とか、あるいは区としての仕組みづくり、あるい

は一人一人の職員の区民への接し方などに関わり、また、この条例が心しているところ

が、区だけを方向づけているというよりは、区民の参画、事業者の方々の協力、こういっ

たところを地域丸ごと男女共同参画、多文化共生という、先生によると、非常にまだこれ

は珍しい組合せだということなんですが、極めていい形で結びついて、レールを敷いてい

ただいていると思っています。 

 これから、まだ足らざるところ、あるいは、やや道の方向が違うんじゃないかというこ

ともどんどん皆さんで言っていただきながら、みんなの条例に育てていきたいと改めて思

いました。ありがとうございました。 

○人権・男女共同参画担当課長 ありがとうございます。これで区長は退席させていただ

きます。 

 続きまして、先ほど会長から報告事項の提示をいただきました「世田谷区第二次男女共

同参画プラン後期計画」素案に対するパブリックコメントの実施状況について御説明をさ

せていただきます。 

 資料２を御覧ください。 

 詳細は、担当職員から御説明をさせていただきます。 

○事務局 「世田谷区第２次男女共同参画プラン後期計画－多様な生き方を認め合い 自

分らしく暮らせる せたがやをめざして－（素案）に対する区民意見募集の実施状況につ

いて」、簡単に報告をさせていただきます。 

 資料の２に沿って、説明をいたします。 

 まず１、実施期間ですが、令和３年９月15日から10月６日まで実施をいたしました。 

 ２、寄せられた意見数ですが、はがき、ホームページ、それぞれの件数、人数の合計数

を記載してあります。人数イコール件数にはなっていませんが、これは１人の方から複数

の意見をもらうことがあり、それぞれの意見と内容をそれぞれに分類してカウントしてい

るからです。 

 はがきが延べ40、人数で言うと47名、件数は66、ホームページは人数が18、件数が41、

合計で人数は65人、件数は107件となっています。 
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 参考までに、前回、男女プランを策定したときは平成28年度に実施しており、そのとき

は平成28年９月15日から10月６日までの実施で、意見の提出は21人、件数は34件でした。 

 ３、意見の概要ですが、一番多かったのが基本目標Ⅱに関することで16件、２番目に多

かったのは基本目標Ⅳに関することで15件、３番目に多かったのが計画全体に関すること

で13件になっています。 

 ちなみに、この中で計画素案以外の区の施策に関することというのがあるんですけれど

も、これは、例えば「区のおしらせ せたがや」など広報全体に関する御意見でしたり、

馬事公苑、世田谷公園などの公園の整備に関すること、あるいはシルバーパスの発行につ

いてなど、直接今回の男女プランの計画に関することではないものが含まれています。こ

ちらについては広報広聴課に報告をしまして、区民の声として取り扱われる予定になって

おります。 

 それから、住所氏名がないものも12件ありまして、こちらはパブリックコメントのルー

ルで意見として取り扱われないということになります。 

 ４、今後の予定ですが、２月に計画案とともに提出された意見と件数、それから、提出

された意見に対する区の考え方を公表する予定です。 

 ２月に公表する際は、類似の意見はまとめて、公表の対象となった意見の全件について

公表する予定です。また、１件ずつ区の考え方をつけていきます。最終的に区のホームペ

ージで掲載する予定です。 

 現在、この意見に対する区の考え方につきましては、担当する所管とも調整しまして回

答内容を確認しているところです。２月には同時に、後期の計画案も公表する予定で、こ

の後期計画の中にはパブリックコメントでいただいた意見も踏まえる予定になっておりま

す。 

 次のページ以降は、意見の概要ということで抜粋を載せております。全体で107件あり

ましたので、一部になります。実際に計画案の中にもパブリックコメントの実施状況は載

せる予定になっておりますが、後期計画の中では２ページ分の掲載の予定になりますの

で、今回お配りした資料２の中からさらにピックアップして抜粋するような形で掲載され

ます。 

 掲載するときには、実施機関、意見数、意見の概要、分類ごとの件数、それから意見の

概要を抜粋したものを取り上げて２ページ分に収める予定になっております。全体の構成

の都合上、全ページを載せることができないので御容赦いただければと思っております。 
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 意見の概要（抜粋）のところも、本来であれば１件ずつ御報告するのがいいのかと思い

ますが、時間の都合上、全てを読み上げることができないので、お時間のあるときに御覧

いただければと思っております。 

 事務局から、参考までに少し御紹介したいと思っております。 

 まず２ページ目のところに、(3)基本目標Ⅰに関することということで、２つ目、女性

登用について数値目標を載せるのであれば、逆に男性が少ない分野への男性登用の数値目

標も載せるべきですとか、あと(4)の基本目標Ⅱに関することで、３ページの上から２つ

目、夏休みや冬休みなどの長期休校期間中に、世帯ごとに任意でサービスが利用できる学

童の宅配弁当を導入してほしいですとか、(5)基本目標Ⅲに関すること、上から３つ目、

「暴力やハラスメントのない社会の構築」が入ったことを評価するといった御意見もあり

ました。 

 基本目標Ⅲの表記については、委員の皆さんからも審議会や部会の中でも御意見をいた

だき、審議をしていただき、今回、表現を変えたところになるので、ここについては評価

されたのかなと考えております。 

 (6)基本目標Ⅳに関すること、３ページ目の下から２つ目、多様な形の家族支援を進め

ていくに当たり、先行事例を踏まえながら、子育て当事者の意見を聞く機会を設けてほし

いですとか、４ページ目に、(7)方策１に関すること、２つ目、男女共同参画センター

「らぷらす」の事業手法の見直しが、区民が男女共同参画センター「らぷらす」の事業を

知る機会を増やし認知度を上げるだけでなく、時代に即した事業展開を加速することを期

待するといったことで、らぷらすに関しての期待感についても御意見をいただいておりま

す。 

 (8)方策２に関すること、男性育休取得推進を区として国以上に進めてほしいというこ

とで、区内の事業者の手本になってほしいという御意見もいただきました。 

 (9)方策３に関することということで、都営住宅に同性カップルも入居できるよう都に

働きかけてほしいということで、全体を通しまして区民の方から、男女プランや区に対し

ての期待感等、御意見をいただいたかなと考えております。 

 簡単でございますが、事務局からは以上です。 

○会長 どうもありがとうございました。 

 今の事務局からのパブリックコメントの実施状況についての御説明につきまして、委員

の皆様の方から御質問とか御意見はございますでしょうか。ありましたら、お手を挙げて
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いただければと思いますが、いかがでしょうか。 

 委員、お願いいたします。 

○委員 ありがとうございます。２ページの意見の概要、(1)の計画全体についての３番

目のコメントなんですけれども、区の教育ビジョン・調整計画のほうで、男女共同参画の

視点が足りない印象を受けたというコメントがありました。これは結構重要な指摘かなと

思うんですけれども、これについては、事務局としてどのようなお考えか、お聞きしてみ

たいと思いました。 

○会長 どうもありがとうございます。 

 では、事務局、お願いします。 

○事務局 事務局からお答えいたします。 

 委員、御指摘のとおりの状況でございまして、この後、教育の部局とこの点についての

協議をさせていただく予定がございます。区民の方の御意見にありました視点について、

今後、教育ビジョンの調整計画、先方は２か年の行動計画でございますが、どこまで反映

できるかという視点で、今後調整を予定しております。 

 事務局からの御報告は以上でございます。 

○会長 事務局から御報告いただきましたけれども、今の点、よろしいでしょうか。 

○委員 これから調整されるということで、そういう意味では整合性が取れていないとい

う認識をお持ちなのかと思うんですが、調整の際に、できれば多文化共生の観点について

もちょっとチェックしていただけるといいかなと思いました。 

○国際課長 それでは、多文化共生というところで国際課長より経過のお話をさせていた

だきます。 

 このことについては、先日の多文化共生部会の中でも御指摘をいただいているところで

ございます。教育ビジョンは策定をまだ進めている状況で、これから教育委員会と話をす

る予定になっておりますので、そこで御指摘を受けた部分についてお話をさせていただき

たいと考えております。 

○会長 どうもありがとうございました。 

 今のことに関しまして、何か御意見、御質問はございますか。 

 それでは、調整をよろしくお願いいたします。 

 ほかのことでも結構です。御質問、御意見がありましたらお願いします。よろしいでし

ょうか。 
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○委員 ありがとうございます。基本目標Ⅳに関するところで、非常に重要な御指摘をた

くさんいただいているなと思っていて、まず、医療従事者の理解を深め、同性パートナー

も医療を使えるようにしてほしいというところはもちろんなんですけれども、そこに関す

る平等に扱われる病院の情報が欲しいというような、情報のまとめ、アクセスが欲しいと

いうところについては、なるほどと、非常に勉強になりました。 

 あともう１点、ＬＧＢＴへの配慮は必要だけれども、肉体的性別に基づいた施設利用で

ないと安全性が担保されないんじゃないかという御意見もいただいています。ＬＧＢＴＱ

の理解を促進することが、女性のトイレ、更衣室等で男性器を持っている方がそれを露出

することにつながるんじゃないかというような恐れを持ったりとか、不安を持っている方

というのは、一定数いらっしゃるかもしれません。しかし、そこは直結するところではな

くて誤解ですので、改めて誤解であるということがきちんと伝わるためにも継続的な理解

の促進が、これから５年間、10年間というのは、共生をしていく上で必要なんじゃないの

かなということを改めて思っています。ありがとうございます。 

○会長 どうもありがとうございます。基本目標Ⅳに関連して、医療従事者に関わる問題

です。これは病院によって対応が違うかもしれないですね。そこのところをちゃんと情報

が伝わるようにすることが大変重要かと思います。私の研究者のお弟子さんが各病院にア

ンケート調査をしていまして、そういうことをちゃんとやっているところとやっていない

ところがあるんです。セクシャルマイノリティの方に対応した対応を取っているところと

全くやっていないところがありまして、そういうことを徐々に広げていくとともに、それ

だけじゃなくて、その情報を皆さんに伝えていくことの重要性は確かに思います。 

 また、ＬＧＢＴの方への配慮ということもあると思うがということのあたり、トランス

ジェンダーの人に関連する議論はあちこちで起きていまして、やっぱり誤解に基づくもの

が多いので、その辺の十分な周知徹底をしていく必要があるのかなと私も思っておりま

す。 

 これに関連しまして、何かありますでしょうか。御意見ですね。よろしければ、ほかの

ことでも結構です。いかがでしょう。パブリックコメントについての御説明をいただきま

したが、やはり大変重要な御意見が出ているようなので、では、今後ともこれらのパブリ

ックコメントの結果というものについて、いろいろお考えいただきながら計画を進めてい

ただきたい、また、私たちも考えていきたいと思っております。よろしいでしょうか。 

 そうしましたら、次の次第に移らせていただきます。 
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 次の報告事項に移ります。(3)令和３年度の審議会・部会の開催と審議等事項について

ということでございますが、この点について、事務局のほうで御報告をお願いいたしま

す。 

○人権・男女共同参画担当課長 ありがとうございます。資料３を御覧いただきたいと思

います。 

 詳細は、担当職員から御説明をさせていただきます。 

○事務局 それでは、事務局、まずは人権・男女共同参画担当課から、審議会本会及び男

女共同参画推進部会の開催状況について御報告させていただきます。 

 本年度審議会については、２回、開催させていただきました。本日が第２回、前回、第

１回が７月１日でございました。このときの審議事項としては、男女プラン調整計画の素

案について、審議会の皆様全体にお諮りをさせていただきました。また、今年度の予定を

お示しするとともに、多文化共生推進部会からはタブレット端末を使用した通訳サービス

の導入について報告をさせていただき、また、苦情処理委員会の事務局も務めております

人権・男女共同参画担当課から、昨年度の苦情申立て処理状況、ゼロ件でしたけれども、

過去の状況も踏まえて報告をさせていただいたところでございます。 

 男女共同参画推進部会については、今年度、３回開催をさせていただきました。１回目

が、この審議会本会に先立ちまして６月１日に実施をしております。本日、答申をいただ

きました調整計画でございますが、この時点ではまだ中間評価と検討状況という中で、素

案のたたき台について男女部会の皆様には御意見をいただきました。今回、答申、そして

後期計画に当たってはサブタイトルをつけております。そのサブタイトルについても部会

の皆様にアイデア、御意見をいただきまして、今回、計画につけさせていただいていると

ころでございます。 

 また、人権・男女共同参画担当課におきましては、６月１日に犯罪被害者等支援窓口を

開催いたしました。専門職を雇用し、電話を設けまして、犯罪被害に遭われた方、あるい

はその御家族の方々からの相談をお受けし、適切な相談先へのつなぎを行う仕事を始めま

したという御報告をさせていただいております。 

 なお、この犯罪被害者支援の取組が男女共同参画プラン後期計画の性暴力、性犯罪のと

ころともリンクするように、今回計画は策定されているところでございます。 

 第２回におきましては、既に策定されている現行の男女共同参画プランの取組状況につ

いて報告書案を作成し、男女部会の皆様に御意見をいただきました。現行の男女共同参画
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プラン、ちょうど４年目が終了したところでございます。毎年、この審議会の部会に、そ

の前の年の進行状況を報告し、部会の皆様からの御意見をいただいて、それを報告書の一

番最後に盛り込んで最終の報告書というふうに完成するというＰＤＣＡのサイクルを回し

ています。今年の取組についても、皆様から御意見をいただいたところでございます。 

 その中でも、区職員の管理監督職の女性比率についての御意見などをいただいており、

そういったことも今回の後期プランへ反映させております。コロナ禍でのオンライン活用

状況への評価、ＤＶや性的マイノリティに向けての取組、らぷらすに向けての取組、そう

いった御意見をいただいたことを今回の計画にも反映させているところです。 

 ９月には、今お話ししました報告書の完成版と併せまして、職員の男女共同参画に関す

る意識調査集計結果を男女部会の皆様にお送りさせていただきました。 

 10月29日に第３回の男女共同参画部会を行い、本日、区長にお渡しいただく答申（案）

についての御議論をいただきました。 

 また、併せまして、先ほどのパブリックコメントの実施状況について、先行して男女部

会の皆様には御報告させていただいたところでした。 

 男女部会の開催については、以上でございます。 

 今後の予定についても、この時点で御報告させていただきます。 

 男女共同参画部会については、今年度は３回の開催予定となっており、審議会について

は今年度、３回目を２月の上・中旬に予定をしております。内容としては、今回の答申を

踏まえて策定した男女共同参画プラン後期計画の案について、パブリックコメントに対す

る区の考え方を含めまして報告させていただく予定になっております。 

 審議会と男女共同参画部会については、以上でございます。 

○事務局 続きまして、多文化共生推進部会につきまして国際課より御説明させていただ

きます。どうぞよろしくお願いします。 

 多文化共生推進部会につきましては、本年度は３回を予定しておりますが、第１回につ

きましては７月28日に実施させていただきました。世田谷区内在住外国人の状況と令和２

年度の事業についての御報告と令和４年度の世田谷区における外国人区民への意識・実態

調査の実施について御報告させていただくとともに、令和２年度の世田谷区多文化共生プ

ラン取組状況報告及び報告書に記載する多文化共生推進部会からの意見について御協議い

ただいたところです。 

 この結果を取りまとめた報告書につきましては９月に発行し、多文化共生推進部会の部
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会委員の皆様へ送付させていただいております。 

 資料の裏に移りますが、第２回の多文化共生推進部会につきましては、来月、12月13日

を予定しております。ここで、令和４年度世田谷区における外国人区民の意識・実態調査

に加え、ヒアリング調査の実施予定について御報告申し上げ、意識・実態調査の質問項目

について議論いただく予定でおります。 

 この議論を基に、２月上旬の第３回部会について、調査票案として部会委員の皆様にお

示しし、お諮りできればと考えております。 

 また、このほか、第３回部会では令和３年度の事業報告とタブレット端末を利用した通

訳サービスの運用実績について御報告させていただく予定としております。 

 多文化共生推進部会の予定については、以上です。 

○会長 どうもありがとうございました。以上で、令和３年度実績及び今後の予定につい

ての御報告をいただきましたが、これにつきまして、委員の皆様から何か御意見とか御質

問はございますでしょうか。大丈夫でしょうか。御質問、あるいは御意見でも結構です

が、よろしいですか。私はいろいろ見ているんですけれども、お手を挙げていらっしゃる

方がちょっと見当たらないので、それでは先に進めさせていただきます。 

 では、次第の３、その他に移らせていただきます。 

 本日の内容に関して、あるいはその他のことでも結構ですが、御意見等がありましたら

お願いいたします。いかがでしょうか。特にないようでしたら情報提供でも結構です。何

か情報提供、皆様から、あるいは事務局からございますでしょうか。 

 事務局、お願いします。 

○事務局 それでは、事務局から本日の資料につけてございますらぷらすのイベントにつ

いて、そして、情報誌について御案内させていただきます。 

 起業ミニメッセ、長年の催しでございますが、今年はコロナのことも鑑みまして、オン

ラインとの併用イベントで、チラシのとおり実施いたします。今週の土曜日、日曜日にお

いては男女共同参画センターらぷらす、三軒茶屋の駅から歩いて本当に近いところでござ

いますが、そこでのリアルのイベントの大きいものも予定されているところでございま

す。お時間のある方は、ぜひ足をお運びいただければと存じます。 

 あわせまして、情報紙らぷらすについても本日全員の皆様にお届けをさせていただきま

した。巻頭インタビューについては、世田谷に本拠地のございますスフィーダ世田谷、女

子サッカーチームでございますが、そこの選手であります下山田志帆さん、御自分が性的
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マイノリティであるということを公表し、その方面での活動もされていらっしゃるトップ

選手でございますが、その方のインタビュー、そして区の男女共同参画の施策、男女共同

参画センターらぷらすの施策等を盛り込んで作成しております。本年度から男女共同参画

センターらぷらすが、この情報紙の作成も担当するようになっております。皆様には、ぜ

ひ御一読いただければと存じます。 

 事務局からの御報告は以上でございます。 

○会長 どうもありがとうございました。 

 今の点に対して御質問とか。委員、お願いいたします。 

○委員 今の点に関してではなくて、私も皆さんと共有したいことが１つあったので手を

挙げました。 

 世田谷区では、多分３年ぐらい前から外国人への情報発信ということで、やさしい日本

語の活用に力を入れていると思うんですけれども、やさしい日本語をテーマにしたミュー

ジックビデオを作りました。今、チャットにリンクをお送りしましたけれども、９月30日

に公開しまして、実は今日、ちょうど再生回数が２万回に達しました。ぜひこちらの審議

会の委員の皆さん、本当は区長にも御紹介したかったんですけれども、３分30秒の短いビ

デオなので、よろしければ皆さんにも御覧いただきたいと思います。 

○会長 皆さん、どうぞ見ていただければと思います。 

 ほか、いかがでしょうか。委員、お願いします。 

○委員 ありがとうございます。今の先生の御報告に関連して、このビデオを知り合いの

日本語学校に送り、見ていただいたところ、大変大きな反響があったという報告をいただ

いていますので、先生に御報告させていただきます。ありがとうございました。 

○会長 どうもありがとうございました。 

○委員 ありがとうございます。 

○会長 あと、いかがでしょうか、今のことでもほかのことでも、情報提供でも結構です

が。委員、お願いします。 

○委員 情報提供ではないんですけれども、すごくこれはいいなと思ったので感想を言わ

せていただきたいなと思ったのが、らぷらすの情報誌と、このチラシについて、視覚障害

者の方に配慮して、読み上げソフトというんでしょうか、ＱＲコードを読み取ったら音声

で読めるようなことがされているというのはすごくいいなというふうに、なかなか多分、

ほかの自治体ではないかなと思いましたので、ちょっと感想を言わせていただきました。 
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○会長 御指摘いただき、どうもありがとうございます。いろいろな意味での多様性、こ

ういうところについても十分御配慮いただいているようで、ありがとうございました。本

当にいい取組だと思います。 

 いかがでしょう、ほかにございますか。 

○委員 皆さんからご発言がないのでもう一つだけ。先ほど世田谷区ならではの多文化共

生と男女共同参画をつなげて取り組んでいるということで、具体的にその特徴を出すのは

どうしたらよいかと考えていたんですけれども、例えば、らぷらすのセンターの中に、小

さくてもいいので、多文化共生の情報コーナーを置いたり、あるいは三軒茶屋に国際交流

センターがスタートしましたけれども、そのセンターの一角に男女共同参画の情報コーナ

ーを置くというのは、世田谷の取組らしさを表す一つの方法になるのかなと思いました。 

○会長 今後の方向で御意見ですね。両方にそれぞれ。 

 国際課長、お願いいたします。 

○国際課長 国際課長です。 

 今の件についてなんですが、私どもも検討しておりまして、らぷらすの中に多文化共

生、もしくは、らぷらすの事業内容について国際交流センターにと、人権も含めて、連携

して情報発信をすることを検討しているところでございます。ちょうど御意見もいただい

たので、両課連携しながら考えていきたいと思っております。 

○会長 どうもありがとうございました。いい方向に行くといいですね。 

 ほかは、いかがでしょうか。お願いします。 

○委員 ありがとうございます。よろしくお願いいたします。自由に述べさせていただい

てよろしいということですか。 

○会長 はい、どうぞ。 

○委員 １点なんですけれども、プランの96ページのところで、ＤＶ相談・支援専門員を

配置しましたというところがあったんですけれども、この専門員に限らず、様々な窓口と

なる専門員につきまして、文化的な教育というか、様々な日本ではない背景を持った方々

が訪れたときに、例えば、文化の違いを重視したような対応ができるのか、そういった

方々は、そのための何かトレーニングを受けていらっしゃるのかという点は少し気になり

ましたので、お聞きさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○会長 重要な点だと思いますが、今お答えできますでしょうか。事務局、お願いしま

す。 
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○事務局 事務局から御説明いたします。 

 先生、ありがとうございました。先ほどの課長の説明にございましたとおり、ＤＶ被害

者の方への支援の１方策として、通訳同行の導入を今年度、プランにも書き込み、また、

来年度の予算にも要求しているところでございます。そこのところ、私ども自身、区の職

員というよりも、そこで一緒に仕事をしてくださる民間団体の方々が従来より多言語、多

文化の被害者と自分たちの仕事でも支援をしてくださっている団体であり、今回、その

方々に通訳同行をお願いすることによって、言語的に厳しい方々の支援と同時に、文化環

境の背景についてもよく分かっている人たちが一緒に仕事をしてくれる見込みになってお

ります。現在でも民間団体の方との情報共有、交換等を行っているところもあるのです

が、今後、区の施策としてそれが使える方向で今調整をしている現状でございます。 

 事務局からの御説明は、以上でございます。 

○会長 どうもありがとうございました。よろしいでしょうか。 

○委員 ありがとうございました。よく分かりました。 

○会長 ほか、いかがでしょうか。 

 そうしましたら、以上で議事を終了させていただきたいと思います。時間も迫ってまい

りましたので、この後の進行は事務局にお返ししたいと思います。 

○人権・男女共同参画担当課長 会長、委員の皆様、御意見、御議論、どうもありがとう

ございました。追加の御意見等がございましたら、意見・質問票の提出、もしくはメール

等で御連絡いただければと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 次回は、令和３年12月13日、午後３時15分より、令和３年度第２回多文化共生推進部会

をオンラインで開催する予定でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、本日は、これにて散会とさせていただきたいと思います。長時間にわたり、

どうもありがとうございました。 

午前11時28分閉会 

 


